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　在来線の駅を拠点とした賑わいづくりについては、
鉄道利用を促すという意味で非常に重要な要素の一つ
と思っている。今現在、策定を進めている経営計画、
その中に合理的な方策を盛り込みますように、沿線市
町と検討している。サテライトオフィスの誘致といっ
た、いわゆるビジネス利用につながるようなまちづく
りというのも、非常に重要な論点かと思う。こういっ
た点についても、地元の市町の意向も十分に尊重しな
がら、協力をしていきたいと考えている。

　福井県食品加工研究所において県内農林水産物の機能性
を活用した商品開発に取り組まれております。主な成果と
して、県内初の機能性表示食品飲料として若狭町特産の、
紅映梅から抽出されたクエン酸を含有する　「はちみつ梅
ウォーターグッジョブ」が発売され、6月 22日より県内
第２弾として「カシス梅ウォーターグッジョブアルファ」
が発売されました。これらの商品は県産農林水産物の新た
な販路開拓に繋がるものであり、積極的に力を入れていく
分野ではないかと考えております。機能性表示食品の取り
　組み状況と今後の方針についてお伺いします。

　機能性表示食品は申請が容易であることから、市場規
模は非常に右肩上がりです。現在、食品加工研究所では、
六条大麦に含まれる「β－グルカン」が血糖値上昇を穏
やかにする機能に着目して、事業者と商品開発に取り組
んでいる。また、トマトの「リコピン」もＬＤＬのコレ
ステロールを低下する働きがあることから福井農林高校
の機能性表示の届出申請についても支援を行っている。
　今後も、県内事業者の相談に対して、関係機関と充分
連携しながら積極的に支援を行ってまいる。

　特急の廃止で損なわれる利便性、これをいかに埋めな
がら新幹線の効果を最大限にしていくことがとても大事
だと考えている。その上で、既存の駅の利便性の向上と
いうことも非常に大事だと認識を致している。特急並み
の時間短縮効果、止まる駅がほぼ一緒の快速を走らせる
ことは大事だと思っている。鯖江駅の東口の整備も必要
だとお話も伺っており、並行在来線の対策協議会の中で
前向きに検討していきたい。

　並行在来線の特急存続については、運行上の物理的
問題や並行在来線会社の収支悪化などを理由として、
断念という方針が示されました。特に新幹線駅が併設
されない鯖江駅などの、従来の特急停車駅周辺地域の
影響が大きくこのような地域に配慮した具体的な対応
策が示されるべきです。少しでも地域の方々に前向き
な対策をお示し頂きたいと考えます。

【県産農林水産物の機能性を活用した商品開発について】

　鯖江市では、サテライトオフィスの誘致などの実績
も増えて来ており、サンドーム福井でのコンサートも
年々増加しております。
　これらの核となっているのが鯖江駅であり特急廃止
によって都市部とのアクセスが低下することでサテラ
イトオフィスの誘致や、サンドーム福井のコンサート
誘致に影響が出ないか心配しております。特急廃止に
よるサテライトオフィス誘致や、コンサート誘致など
地域への影響をどのように捉え、どのような対応策を
考えているのか。

　鯖江市にはＩＴ関連のサテライトオフィスが多く進出
しており、住みやすい環境、優秀な人材が集まりやすい
などの魅力があるとお聞きしている。また、サンドーム
福井は充実した設備が評価されており特急廃止そのもの
の影響は少ないのではないかと考えている。県としては、
新幹線開業に伴う鯖江市へのアクセス手段の変更を来県
者に十分周知するとともに、オフィス誘致補助金を活用
しながら、引き続き鯖江市と協力して、企業や人の誘致、
交流を通じた地域の活性化に努めてまいりたいと思って
いる。

　「FIRST２９１～北陸新幹線開業プラン～」において、
「新幹線駅や在来線駅を拠点とした賑わいづくり」が
掲げられておりますが、新幹線駅周辺の賑わいづくり
は具体的に検討されているものの、在来線駅周辺の賑
わいづくりについての検討状況が見えません。在来線
駅を拠点とした賑わいづくりの進捗状況を伺うととも
に、今後どのように在来線駅周辺の魅力を高めていく
のか方針を伺います。

【北陸新幹線県内開業に向けた取り組みと並行在来線について】
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